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北海道は日本の競走馬生産の中心であり，地域経済
の中でも大きな役割を担っている（古林・高倉 ）。
北海道の帯広市により運営されているばんえい競馬は
体重 トンを超える馬（輓馬（ばんば））が重りをのせ
た鉄ソリを引いて直線コースで力とスピードを競うも
のであり，他の競馬とは異なるユニークなものである。
もともと，ばんえい競馬の起源は木材を運び出してい
た馬の力比べとされており，北海道開拓期には余興や
催事として行われ，太平洋戦争後の 年にばんえい
競走が公式競技となった。年 には北海道馬匹組
合連合会（馬連）により公式競技として初のばんえい
競走が旭川競馬場において実施された。その後，旭川
市・岩見沢市・帯広市・北見市の 市による市営競馬
が 年に発足し，年にばんえい競走に一本化
した。市営競馬は当初， 市に所在する各競馬場にお
いて個別に開催し，道外でも，年より青森競馬場
でばんえい競走が行われていたが，青森競馬場では
年に廃止された（帯広市 ）。
年に「北海道市営競馬協議会」が発足し，
年には一部事務組合として改組された「北海道市営競
馬組合」が開催を引き継いだが，売り上げの減少に歯
止めがからず，年度限りで帯広を除く 市が撤退
した。残る帯広市も負担が大きすぎるとして単独での
開催継続に難色を示したが，北海道開拓時代から人々
を支えてきた馬を残したいというばんえい競馬関係者
や市民の強い要望により，年から「ばんえい十勝」
として帯広市が運営を担うこととなった。これに伴い，
2007年2月1日に一部業務を受託する運営会社オッズ
パーク・ばんえい・マネジメント株式会社(OPBM)が
設立された。また，帯広市はファンなど個人・法人か
らの寄付もあわせて受け付けることになった（帯広市
）。
しかしそれでも売り上げの減少に歯止めがきかず，
売り上げは減少し続けた。2007 年度は黒字を計上した
が，2008 年度の総売上は約 115.5 億円で前年より約
10%減少し，入場者数も前年より約 6 万人（前年比約
13.0%）減少した。その後も経営は苦しい状況が続き，
2011 年度の総売上は 103 億 6400 万円余りで対前年比
約 2%減，総入場者数も 24 万 5000 人余りで前年比約
0.7%減となった。このような状況により，2012年度以
降はOPBMと委託契約を更新しないこととなり，運営
は帯広市が主体となった。そして，業務の一部は旭川
北彩都場外発売所（レラ・スポット北彩都）を運営し
ているコンピューター・ビジネス（旭川市）に委託す
ることになった（一般社団法人ばんえい競馬馬主協会）。
ばんえい競馬の経営上の課題に対応するため，帯広
市は 年に「ばんえい競馬検討委員会」を発足した。
この委員会では学識経験者と市民，及び開催を担う帯
広市の職員が参加し，ばんえい競馬の継続開催につい
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て議論がなされた。この検討委員会の報告書によると，
ばんえい競馬は公営競技であると同時に，帯広市にお
ける重要な観光資源として位置づけ，競馬ファンの継
続的な来場と同時に，新規顧客である市民，並びに観
光客の増加が重要であると強調していた（帯広市
）。検討委員会による具体的な案としては，競
馬新聞を分かりやすくする，バックヤードツアーの
有償化，ばんえい競馬体験ツアーを企画し，多くの
市民にばんえい競馬を知ってもらう，従来から来場
しているファンにより多くの勝馬投票券（馬券）を購
入してもらう方策を出す，新しい客層や中央競馬の
ファンを呼び込む，等が挙げられた。一方で，ばんえ
い十勝の本場入場者数は，年度は 万人であ
ったが，観光交流拠点施設「とかちむら」のオープン
等の影響により 年度は 万人とやや増加した
（帯広市 ）。
ばんえい十勝の来場者についての情報は極めて限ら
れている。年 月から 月にかけて帯広畜産大学
によりばんえい十勝，とかちむら来場者へのアンケー
ト調査が行われ，来場者は他の公営競技とは異なり，
比較的若い年代が多く，代から 代までで全体の
約 を占めていたことが明らかになった（帯広市
）。また，来場頻度や居住地についてはアンケート
時期によって違いが見られた。～月の来場者につい
ては，毎週帯広競馬場を訪れる人は であったが，
月の来場者については であった。一方，初めて
帯広競馬場を訪れた人については，～月の来場者で
は ，月の来場者については （名）であ
った。また，回答者の居住地については ～月の来場
者では帯広市が ，道外が であったのに対し
て，月の来場者では帯広市が ，道外が で
あった。
競馬事業の費用は原則として売得金からまかなわれ
る。ばんえい競馬の持続的な運営においては，実際に
勝馬投票券等を購入する来場者の消費行動を理解し，
売得金収入を増加させることが重要である。一方，ば
んえい競馬は十勝地域における主要な観光資源であり，
競馬ファンや観光客を含む来場者や勝馬投票券購入者
の属性や消費行動は他の公営競技と大きく異なる可能
性が高い。しかし，ばんえい競馬に来場する者や勝馬
投票券購入者の消費行動に関する情報は限られており，
ばんえい競馬検討委員会による提案の有効性を検討す
ることが重要である。特に，消費行動は施設の整備状
況などの環境要因や来場者グループ特性，また，個人
の愛着，教育レベルや属性など様々な要因が関係する。
例えば，江口は競艇場の来場客にアンケート調
査を実施し，経営改善のために必要な方策について論
じ，投票券を多く購入する可能性がある高年収の客を
誘致することが重要であり，そのためには現在の競艇
場の施設をより清潔に改善していくことが重要である
と主張した。また，鈴木，藤井は地域への愛着
が消費行動に与える影響を検討し，消費行動を行う場
所の出身者及び，その場所に愛着をもつ人ほど消費金
額が高くなる傾向にあることを示した。一方で，「賭け」
については社会学の中で論じられており（例えばホイ
ジンガ ，カイヨワ ），競馬における「賭け」
は通常の消費行動とは異なることが予想されるが（麻
生 ），これらに関する知見はほとんどない。また，
観光客によるギャンブルは多くの地域で行われている
が，観光客のギャンブル行動についての研究は限られ
ている（例えば，/HLSHU）。
以上の背景を踏まえ，本研究ではばんえい競馬継続
開催に向けて具体的な改善策を出すことを目的とし，
勝馬投票券購入を促進することに資する対策を来場者
の消費行動から論じる。具体的には，ばんえい競馬来
場者，特に観光を目的とした来場者に注目し，その属
性とばんえい競馬に対する愛着，勝馬投票券購入特性
をアンケート調査により評価し，勝馬投票券購入を促
進するための改善策について議論する。
Ⅱ．方法
本研究では帯広競馬場においてばんえい競馬に来場
する観光客のばんえい競馬に対する意識と消費行動を
把握するため，帯広市ばんえい競馬担当者（帯広市ば
んえい振興室）に対するインタビュー及び来場者に対
するアンケート調査を行った。はじめに，帯広市ホー
ムページにより公開されている公文書（帯広市ばんえ
い競馬のあり方について報告書，帯広市ばんえい競馬
運営ビジョン，ばんえい競馬検討委員会議事録）を取
得し，報告されているばんえい競馬課題について整理
した。そして，2012 年 8 月 24 日に帯広市ばんえい振
興室を訪問し，ばんえい競馬運営の問題点と展望につ
いて聞き取りを行った。続いて，2012 年 8月（夏季），
12 月（冬季）に来場者に対するアンケート調査を実施
した。
 来場者へのアンケート調査（ばんえい競馬への意
識及び消費行動調査）
続いて，2012 年 8月 25日（夏季），12月 16日，17
日（冬季）に来場者に対するアンケート調査を実施し
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た。異なる時期に調査を実施した理由は来場者の属性，
特に観光客の数が季節によって大きく異なるためであ
る（北海道十勝総合振興局 ）。アンケート調査は
対面式で行い，以下の項目についてアンケート票を配
布し，回答を得た。アンケートでは，フェイス項目に
加えて，ばんえい競馬に対する意識，競馬運営に対す
る考え，再来訪意志，ばんえい競馬存続を仮定する場
合の支払い意志額について尋ねた（表 1）。本稿におい
ては，勝馬投票券（馬券）の消費行動及びばんえい競
馬への愛着（5段階評価）を中心に議論する。
表 1 アンケート項目
項目
フェイス項目（性別，年代，グループタイプ，居
住地，年収）
消費行動（競馬場内での消費（予定）金額，内訳）
ばんえい競馬に対する意識（認識，愛着等）
競馬運営に対する考え（新聞，施設，広報等）
分析
得られたデータについては主にノンパラメトリック
検定を用いて分析をおこなった。アンケート結果で得
られた情報のうち，回答者の「属性」，「観光目的」，「勝
馬投票券（馬券）購入金額」と「ばんえい競馬への愛
着」について着目し，それぞれの関連性を把握するた
め，単純集計，クロス集計を行った。統計検定には，
統計パッケージR.2.13.0（The R Foundation for statistical 
computing）を用いた。
Ⅲ．結果と考察
ばんえい競馬の課題整理
報告されているばんえい競馬の課題を整理するため，
帯広市ばんえい振興室を訪問し，「1.ばんえい競馬の現
在の問題点」，「2.ばんえい競馬の位置づけ」，「3.どうい
った人に来てほしいのか」，「4.ばんえい競馬の今後の
ビジョン」について聞き取りを行った。
「1.ばんえい競馬の問題点」については，馬券の売り
上げが伸びていないことが最重要問題となっていった。
さらに，馬券の収入から出走馬の賞金を出しているた
め，馬券収入が減少することで，競走馬を所有する馬
主の数も減少してしまい，レースの数も減少するとい
う悪循環も起こることが危惧されていた。一方で，馬
主には馬を競馬で使う以外にも，馬肉生産という道も
あるが，近年では馬肉の需要も減少しているため，馬
を所有する人は現実に少なくなっているとのことであ
った。また，ばんえい競馬では，売り上げによって，
賞金額を決める変動制を導入しているが，現在の賞金
額は競走馬を維持する上で，最低ラインと考えられて
いる。馬主が調教師に委託する料金などを考えると，
レースに勝利して，賞金を獲得したとしても赤字にな
る可能性が高く，馬主として経営上の魅力に乏しいこ
とが問題である。そのため，ばんえい競馬の主催者側
は，客に馬券を買ってもらう取り組みと同時に，馬主
側に対する取り組みも行っている。馬事協会との連携
により，レースで優勝した競走馬の生産者に交付金を
渡すことにより，生産側にも報償を渡し，馬文化の活
性化を考えている。
「2.ばんえい競馬の位置づけ」については，売り上げ
の 98％が馬券収入であることから，ばんえい競馬は
「公営ギャンブル」という位置づけとして捉えており，
競馬運営によって売り上げを確保することを目的とし
ていた。その中で，売り上げ確保のために，新規顧客
の獲得に力を入れており，新規顧客として観光客と地
域住民に注目していた。売り上げを伸ばすため，帯広
市の単独開催が始まった時には，施設の分煙化，授乳
室の設置，トイレの改装を行い，今まで競馬場に抵抗
があった若者や女性が来やすい環境を整備してきた，
一方，北海道の重要な馬文化であることも同時にアピ
ールしていた。
「3.どういった人に来てほしいのか」については，
競馬運営の観点から，常連客も引き続き競馬を楽しむ
ことができるような環境を維持することも重要と考え
ていた。その対策として，有料席の設置事業が行われ，
有料席の設置によって，従来の常連客も競馬に集中し
て楽しむことができると考えていた。一方，新規顧客
の確保のために，上記の改修工事の他にも様々な PR
活動を行っていた。人間がソリを引く競争を開催し，
ばんえい競馬に興味を持ってもらう活動もそのひとつ
である。また，毎週保育士に呼ばれ，馬と子供の触れ
あう機会が作られていること，道内の修学旅行生を帯
広競馬場に招待し，厩舎の見学やソリを見てもらう，
引いてもらうといったことが行われていた。
「4.今後のビジョン」については，実際には競馬場
に多くの人が訪れ，馬券購入を増やすことが重要と考
えていた。その中でも重要視していたのが，「どのよう
に情報を発信していくか」であった。ただし，具体的
な将来のビジョンというものについての話し合いはま
だ不十分であり，これからの課題と考えていた。
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来場者の基本属性
8 月の調査では 75名から，12 月では 76名から回答
を得た。年齢について見てみると，8月は 10代が 1％，
20代が31％，30代が25％，40代が17％，50代が16％，
60 代が 7％，70代が 3％であり，20～30代の若年層が
半数以上を占めていた。一方で，12 月は 20代が 25％，
30 代が 13％，40代が 17％，50 代が 33％，60代が 12％
であり，40代以上が半数以上を占めていた（図 1）。こ
のように，夏季の来場者と比べて，冬季の来場者は年
齢が高い傾向にあった。
図 1 アンケート調査の回答者年代。
回答者の性別は夏季と冬季で大きく異なった。8 月
では男性が 53％，女性が 47％であったのに対し，12
月では男性が 78％，女性が 22％であった。検定を行っ
た結果，冬季の来場者の男性の比率は夏季と比べて有
意に高いことが分かった（図 2）。
来場目的について複数回答で答えてもらったところ，
8 月の来場者のうち競馬目的（ギャンブル目的）と回
答した人が 32％，観光目的（競馬場観光）と回答した
人が 62％，馬を見に来た（ばん馬を見る）と回答した
人が 30％であった。それに対し，12 月では競馬目的と
回答した人が 67％，観光目的と回答した人が 39％，馬
を見に来たと回答した人が 17％であった（図 2）。それ
ぞれの回答について検定を行った結果，8月と 12月の
回答者の間で有意な違いが見られた。季節によって来
場目的が異なり，8 月では馬を見ることを目的とした
人が多く来場していたのに対して，12月では多くの来
場者が競馬を主目的としていたことが明らかになった。
来場者の居住地について見てみると，8 月では道外
からの来場者が 46％であったが，12 月では道外からの
来場者が 25％であり，12月の来場者は北海道内に居住
する人の割合が有意に高い傾向にあることが明らかに
なった（図 2）。
図 2 アンケート回答者の性別，来場目的，居住地。全ての
項目について夏季，冬季の間で有意な差が見られた（Fisher’s
exact probability test）。
*p < 0.05, **p < 0.01, ****p < 0.0001
来場者の年収について見てみると，8 月の来場者は
年収300万円未満と答えた人が42％，300万円から600
万円未満が 41％，600万円以上が 17％であった。それ
に対し，12月では年収 300万円未満が 37％，300万円
から600万円未満47％，600万円以上が16％であった。
来場者の年収については，8月と 12月の間で統計的に
有意な差が見られ（Fisher’s exact test: p < 0.05），冬季よ
りも夏季の来場者の年収が高い傾向にあることが明ら
かになった。
馬券購入行動
性別による馬券（勝馬投票券）購入金額を検討した。
その結果，8 月の来場者については，性別，年代，年
収による有意な差が見られ，12 月の来場者については
性別のみで有意な差が見られた（表 2）。8月，12月と
もに男女間で有意な差が見られ（8月：p < 0.0001，12
月：p < 0.05），女性よりも男性の方が馬券の購入金額
が高い傾向にあった。
年代による馬券購入金額の違いについて検討したと
ころ，8 月の来場者については年代間で馬券購入金額
に有意な差が見られたが（p = 0.001），12月では有意
な差は見られなかった。有意な差が見られた 8月の来
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場者について多重比較検定を行ったところ，60代と 40
代の来場者は 50 代，30 代の来場者に比べて消費金額
が高く，20代の来場者は最も馬券購入金額が少ない傾
向にあった。
8 月の来場者については年収の違いによって馬券購
入金額に有意な差が見られたが（p < 0.01），12月は有
意な差は見られなかった。8 月については年収 300 万
円未満の来場者の馬券購入金額がそれ以上の年収の来
場者よりも有意に低い傾向が示唆された
表 2 夏季および冬季における来場者の性別（男性，女性），
年代（10代，20代，30代，40代，50代，60代，70代），年
収（0-300 万円，300-600 万円，600 万円-），地域（道内，道
外）による馬券購入金額の比較。Kruskal-Wallis test 
(chi-squared )を用いて，検定を行った。「ns」は non-significant。
来場者 夏季（8月） 冬季（12月）
性別 女性 < 男性
***
女性 < 男性*
年代 20代 < 30代，
50代 < 60代，
40 代**
ns
年収 0-300 万円 <
300-600万円，
600 万年-**
ns
*p < 0.05, **p < 0.01, ***p < 0.001
続いて，来場者のうち観光を目的とした来場者（以
後，観光客とする）に注目して，性別，年代，年収，
地域による馬券購入金額を比較した（表 3）。男女間で
観光客の馬券購入金額の有意な違いは見られなかった。
馬券購入金額の年代による差異については，8 月の
観光客において有意な差（p = 0.008）が見られたが，
12 月では有意な差は見られなかった。多重比較検定の
結果，8月では 60代，40代の観光客が，50代，30代
の観光客に比べて馬券購入金額が高く，20代の観光客
が最も低かった。
馬券購入金額の年収による違いについては，8 月の
観光客については年収による有意な違いが見られたが
（p = 0.043），12月では有意な差は見られなかった。
多重比較検定によって 8月の観光客の馬券購入金額と
年収の関係を見たところ，年収 300 万円未満の観光客
はそれ以上の年収の観光客よりも馬券購入金額が低い
傾向にあることが明らかになった。
馬券購入金額における観光客の居住地については，8
月，12月のいずれについても有意な差は見られなかっ
た。
表 3 観光目的で来場した回答者（観光客）における性別（男
性，女性），年代（10代，20代，30代，40代，50代，60代，
70 代），年収（0-300 万円，300-600 万円，600 万円-），居住
地（道内，道外）による馬券購入金額の比較。「ns」は
non-significant。
観光客のみ 夏季（8月） 冬季（12月）
性別 M ns ns
年代 K 20代 < 30代，
50代 < 60代，
40 代*
ns
年収 K 0-300 万円 <
300-600万円，
600 万年-*
ns
居住地 M ns ns
*p < 0.05, **p < 0.01
K: Kruskal-Wallis test (chi-squared ), M: Mann-Whitney's U 
test (U)
観光客の馬券購入金額については8月と12月で有意
な差があり（U = 54.0, p < 0.0001），12 月の観光客の勝
馬券購入金額の方が高い傾向にあることが分かった。
図 3 観光客の消費行動における季節的差異。
 ばんえい競馬への愛着が馬券消費行動に及ぼす影
響
来場者全体に対して，ばんえい競馬に対する愛着に
ついて 5 段階（1～5）で尋ねた結果，8 月の来場者に
おける平均値は 3.0 で，12 月では 3.4 であった。これ
らの差は統計的に有意であり（U = 2304, p=0.04），夏
季来場者と比べて冬季来場者の方がばんえい競馬に対
してよりより愛着を持っていることが示唆された（図
4）。
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図 4 8 月，12 月の来場者におけるばんえい競馬への愛着。
数字が大きくなるほど，愛着が強いことを意味する。
ばんえい競馬への愛着と馬券購入金額の関係を検討
するため，来場者全体，もしくは観光客に分けて，馬
券購入金額を愛着の違いで比較した。その結果，来場
者全体については，8月，12月のいずれにおいても愛
着の違いによって馬券購入金額に有意な差は見られな
かった（表 4）。それに対し，観光客では愛着の違いに
よって馬券購入金額を比較したところ，8 月の観光客
では有意な差は見られなかったが，12月の観光客では
有意な差が見られた(p = 0.036)。12 月を見てみると多
重比較検定を行ったところ，愛着の度合が最も高いグ
ループ（愛着度 5）はより低いグループ（愛着度 4，3）
と比べて馬券購入金額が高いことが明らかになった。
（表 4）。
表 4 ばんえい競馬への愛着(1-5)と馬券購入金額の関係。a)
観光客を含む来場者全員，b)観光目的で来場した観光客。
Kruskal-Wallis test (chi-squared )を用いて，検定を行った。「ns」
は non-significant。
a) 来場者 夏季（8月） 冬季（12月）
ns ns
b) 観光客のみ
ns 3，4 < 5*
*p < 0.05
ばんえい競馬来場者の馬券消費特性：考察
一般に，年代と年収は相関があり，年収が高く，高
齢の世代ほど，馬券購入金額が高いことが予想された。
しかし，夏季では予想通りであったが，冬季は予想と
は異なることが示された。夏季の来場者は馬を見るこ
とを目的としている人が最も多かったことから，夏季
の来場者の多くは，併設施設である「とかちむら」を
訪問したついでに，競馬場を訪問し，ばんえい競馬そ
のものを目的としている人は限られているものと推察
される。夏の日中は暑いものの夜は比較的涼しく，避
暑地として全国各地から北海道を訪れる観光客がいる。
また，夏はナイター競馬も開催されているため，十勝
観光の一メニューとして帯広競馬場に立ち寄った人が
多いのだろう。
一方，冬季の観光客は夏季と比べて愛着が強い傾向
にあり，馬券購入金額も高い傾向にあった。12月の十
勝管内の観光入込客数は 8月の四分の一程度まで減少
する（北海道経済部観光局 2013）。積雪のため，冬に
おける屋外活動や移動が制限されることが要因の一つ
である（三浦ら 2008）。このような条件の中でばんえ
い競馬を訪問する人はばんえい競馬そのものに愛着を
感じ，競馬を楽しんでいたものと考えられる。冬のば
んえい競馬は馬の荒い息が白く見え，力一杯ソリを引
く姿の迫力が倍増すると言われている。このような迫
力を増すような条件も冬季に愛着の強い来場者を増加
させる理由の一つなのかもしれない。ばんえい競馬に
愛着を持つ来場者が冬季に多い理由を理解することで，
効果的なプロモーションを行うことができるだろう。
今後の展望
一方で，2013年度はばんえい競馬が登場する人気漫
画「銀の匙（さじ）」による集客効果が大きく，勝馬投
票券売り上げは，ナイター開催の日数増などで前年度
比 11％増の約 116 億 6000 万円となり，年度決算の黒
字が9000万円を超えた（読売新聞(YOMIURI ONLINE) 
2014.6.1配信）。人気漫画や映画作品によって，地域資
源に注目が集まり，作品にまつわる土地への旅行を行
うコンテンツツーリズム（増淵 2009）が促進されたの
ではないかと考えられる。一方で，コンテンツツーリ
ズムの促進による観光客の急激な増加はばんえい競馬
のプロモーション内容を変化させ，これまで常連であ
った来場者の行動に変化を引き起こす可能性がある。
そのため，季節によって客層が大きく変化するばんえ
い競馬においては，画一的な取り組みではなく，季節
による客層とその消費行動における違いを見極めたき
め細やかな対策が求められるだろう。
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